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今
年
の
お
盆
は
 

芦
野
公
園
へ
 

よ
し

●い
く
そ
う
？
 

i 芸能生j舌25周年記念 

Iに国 開演午後7時 全席自由2,500臓獄00円》 
'v日 （開場 午後5時30分） 

開演午後7時 	全席自由2,500臓3,000円》 
（開場 午後5時30分） 

■主 催／吉幾三1万人コンサート実行委員会 
/ ,-c -,-A -II 、、 	 ■企画制作／吉プロモーション、MO総合企画 

■主 催／吉幾三1万人コンサート実行委員会 
■企画制作／吉プロモーション、MO総合企画 
■協 力／金木町、金木町商工会、金木町あすなろ商店会 
■協 	賛／ATV青森テレビ、 J AS日本ェアシステム 
■お間合せ／公0173-52-261 1金木町商工会 

〈郵送ご希望の方〉 

IHIII 11111川Il 広報かなぎ ② 

8月金木町芦野公園クランド特設会場 

腰引6wH 

~〈青 	森〉サンロー ド青森合01刀-22-8111 〈鶴 田〉最 上 本 店丑0 1 73122そ1“ く 
~ 	 ジョイフルシティみなみ B0177-36司糾8 	鶴田町商：L 会雪｛〕1 73122134 1 4 く 
！ 	ラ 	ビ 	ナ ft0177-34-3299 く五所」順）タ カ ョ 楽 器 ft 
! 	JR東日本びゆうブラザ青森 	 中 	 三費0173一3413131 < 
I 	 ftOl刀-22-6679 	最上本店五所川原店丑01 73135191 77 
!〈弘 前〉ジョイボッブス雪0172-32-3041 	ベースウェーブ BOl 731344992 
I 	ルネスギャラ I) 二廿01 72-37-1 537 	田東日本びゆうプラザ五所川原 
i 	日 	弘 楽 器 B0172-34・-4821 	 丑0 1 7313512翼1 

〈鶴 田〉最 上 本 店ft0173-22-2166 
鶴田町商工会 ft0173-22-3414 

〈五所」順〉タ カ ョ 楽 器費0173-34-2311 
中 	 三 ftOl 73-34-3131 

ftOl 72-34-51 31 

磐りャうコ三テ喜藤醤 ftOlftOl致畿濃 
日弘楽器黒石店 ftOl 72-52-3844 

岡）浪岡町商工会 ft0172-62-251 I 
柳〉田 沢 美 声 堂 ft0172-73-291 3 

板柳町商工会 ft0172-73-3254 

金木町商工会〒037-02 欝衿雄製請金木字朝日山319-10 
★会社慰安会、商店招待会、農協、保険の勧誘、団体グループの親睦会に 
ご利用下さい。 
お申込みは、金木町商工会 ft0173-52-2611 

藤
黒
 
浪
板
 

~ 	 ★入場券発売プレイガイド★ ★入場券発売プレイガイド★ 

JR東日本びゆうブラザ弘前 	〈柏〉イオン柏ショッピングセンター 

最上本店五所川原店 ft0173-35-9177 
ベースウェーブ B0173-34-8992 
」凍日本びゆうプラザ五所川原 

ft0173-35-2381 
く柏〉イオン柏ショッピングセンター 

ft0173-25-3400 
柏 村 商 工 会 ftOl 73-25-3337 

く森 田〉森田村商工会 ftOl 73-26-3349 
く鯵ケ沢〉斎藤 で ん き 店 ft0173-72-2542 

ケ沢町商工会丑0173-72-2376 
嶋 新 聞 店 ft0173-42-2218 

縄 文 の 館 fi0173-42-7101 

ーーーーーーーーーーーコ 
i 

く木 造〉木造町商工会廿0173-42-2449! 
〈稲 垣〉稲垣村商工会丑0173-46-2322! 
〈車 力〉車力村商工会fi0173-56-2163! 
〈金 木〉漫 	天 	堂 ft0173-52-3238 I 

サークル K 金木店丑0173-52-3358 
金木ショッピングセンターノア 

ft0173-52-551 1 
オレンジハート金木店丑0173-52-4880 
金木町商工会合0173-52-2611 
金木町役場企画室 ft0173-53-21 11 

〈中 里〉北文堂ベル店ftOl 73-57-5212 
中里町商工会 ft0173-57-2733 

〈市 浦〉トーサムプラザ合0173-62-3556 
市浦村商工会 ft0173-62-2232 

〈小 泊〉小泊村商工会”0173-64-2707 1 
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区 	分 分 	け 	方 

燃

え
る
こ

み
 

台所のごみ 

紙 	く 	ず 

布 	類 

台所の生こみ 

誘そ舞諜t 

痛 

鍵司嚢難紗◆ 
新聞・雑誌‘段ボ一ル 	綿入れ座ぶとん 

踏 	布類 	紙おむっ生理用品 

母汚無る 
（焼
却
不
適
こ
み

含
む

）
 
 

燃
え
な
い
こ
み
 

金 	物 	類 

ガ ラ ス 類

セ トモノ類

プラスチック類

空力ン・空ビン 

あき缶
鉱 

A 慮1一 
ロず 

「ど讐類 LJI 

ス鷲努 	ゃかI憐頁裟鷲影I ) 
一亡1一一 	~し一 	。ロmモ3‘百 Ia 

ど (14q 

? 

ぷ言．盾、 扇急、 
ー影ー ー望 鯛立婦 

《燃えるゴミ週 2 回》 《燃えないゴミ週 1 回》 
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平
成
七
年
度
か
ら
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
、
 一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
が
完
成
し
、
今
年
の
四
月

一
日
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄

物
の
量
は
年
々
増
大
し
、
中
で
も

不
燃
物
と
焼
却
残
土
漬
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
そ
の
内
容
も
複
 

雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
便
利
で
快

適
に
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
施

設
で
す
が
、
利
用
の
仕
方
に
よ
っ

て
十
五
年
見
込
ま
れ
て
い
る
耐
用

年
数
が
、
短
く
も
な
り
、
長
く
も

な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
け
方
、
出

し
方
に
つ
い
て
今

一
度
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
・
。
 

,.ー~ 

ゴ
ミ
の
分
け
方
 

. 
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般
廃
棄
物
 

最
終
処
分
場
 

供
用
開
始
 

収集曜日 収 集 地 区 

●月曜日 
と 

●木曜日 

旧金木地区全域 
川倉、藤枝、蒔田、 
神原、沢部 

●火曜日 
と 

●金曜日 

嘉瀬地区全域 
（中柏木地区含む） 

喜良市地区全域 
（更生部落含む） 

収集曜日 収 集 地 区 

●水曜日 

嘉瀬地区全域 
（中柏木地区含む） 

喜良市地区全域 
（更生部落含む） 

●土曜日 
旧金木地区全域 

川倉、藤枝、蒔田、 
神原、沢部 

収
集
日
 

収
集
時
間

収
集
地
区
 

が
変
更
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42年ぶり 

『新嘗祭献穀米御田植祭』 

、，,, 
一叱 

▲神事を行う中谷さん 

▼苗が植え付けられた水田 

ゆ
か
し
く
県
産
米
の
 
「つ
が
る
ロ
 
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま

マ
ン
」
 
の
苗
が植
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
。
 

田
植
え
を
見
守
っ
た
中
谷
さ
ん
 
収

穫
さ
れ
る
新
米
は
、
十
一
月

は
、
 
「献
上
者
に
選
ば
れ
て
大
変
 

二
十
三
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
に

光
栄
に
思
い
ま
す
。
万
全
を
期
し
 
献
上
さ
れ
ま
す
。
 

誤

賜

さ
「
中
谷
肇
さ
ん』
が
今

年
の
新
嘗
祭
で
新
米
を
天
皇
家
に

献
上
す
る
栄
を
賜
り
ま
し
た
。
 

五
月
二
十
日
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ

く
中
、
中
谷
さ
ん
の
所
有
田
（
一
一

十
ア
ー
ル
の
内
ー
ア
ー
ル
）
に
お

い
て
中
谷
さ
ん
は
じ
め
田
中
町
長
、
 

白
川
町
議
会
議
長
等
関
係
者
に
よ

る
御
田
植
え
祭
の
神
事
が
と
り
行

わ
れ
、
早
乙
女
た
ち
に
よ
り
古
式
 
 て

苗
を
育
て
ま
す
」
と
。
又
、
早

乙
女
の
一
人
中
谷
真
起
子
さ
ん
は
、
 

「
こ
の
た
め
に
今
年
初
め
て
田
植

え
の
練
習
を
二
日
程
し
ま
し
た
。
 

緊
張
し
た
け
ど
上
手
く
植
え
ら
れ
 

▲心を込めて手植えする早乙女 

9
7木
に
よ
り
 

彫
刻
展
 

旧
金
木
 

五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
九

日
ま
で
の
十
日
間
、
県
立
芦
野

公
園

（
動
物
園前
）
を
会
場
に
 

「
W
木
に
よ
り
、
彫
刻
展

m
金

木
」
 
が開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
展
は
、
野
外
公
開
で
 
「心

ふ
れ
あ
う
明
る
く
豊
か
な
希
望

の
町
」
を
目
指
す
当
町
が
製
作

過
程
を
見
学
し
、
作
家
の
皆
さ

ん
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
芸
術
 

・

文
化
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

も
ら
お
う
と
七
人
の
彫
刻
家
を

招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

▲ヒバの巨木が・・・ 



▲高学年は慣れたもの（喜小） 

⑤ 	広報かなぎ―川III 111111 

▲「苗」踏まないように（嘉小） 

樹
齢
二
百
年
か
ら
三
百
年
以

上
の
ヒ
バ
の
巨
木
が
、
チ
ェ

ー
 

ン
ソ
ー
や
カ
ン
ナ
等
で
彫
刻
さ

れ
、
日
々
変
わ
っ
て
い
く
作
品

に
見
学
に
来
た
人
は
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
 

(
 

(
 

五
月
二
十
三
日
、
嘉
瀬
小
学
校
 

（
校
長
【山
内
隆
）
の
五
年
生
が
、
 

毘
沙
門
小
学
校
五
年
生
と
合
同
で

嘉
瀬
農
協
青
年
部
長
（
沢
田
寿
男
）
 

が
所
有
す
る
五
所
川
原
地
区
の
田

ん
ぽ

（
七畝
）
で
、
も
ち
米
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。
 

五
年
生
に
な
る
と
社
会
科
で
農

業
に
関
す
る
授
業
が
あ
り
、
嘉
瀬

小
学
校
で
は
、
田
植
え
を
し
た
事

の
な
い
児
童
に
じ
か
に
体
験
さ
せ

て
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
わ
せ
た

い
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
参
加
し
た
児
童
二
十
七

人
は
、
半
袖
と
短
パ
ン
に
な
り
、
 

喜
良
市
小
学
校
（
校
長

H
長
谷

川
俊
介
）
で
、
五
月
二
十
六
日
に

恒
例
の
全
校
児
童
に
よ
る
田
植
え

が
、
校
舎
北
側
の
学
校
田
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

始
め
に
、
講
師
代
わ
り
の
父
兄

が
 
「思
い
出
に
残
る
田
植
え
に
し

て
下
さ
い
」
と
話
し
、
続
い
て
校

長
先
生
が

「皆
さ
ん
の
先
祖
が
研

究
に
研
究
を
重
ね
、
日
本
は
今
世

界

一
の
米
作
り
の
技
術
を
誇
り
ま

す
。
考
え
な
が
ら
田
植
え
を
し
て

下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
児
童
た

ち
は
、
父
兄
か
ら
植
え
方
の
説
明
、
 

実
演
を
し
て
も
ら
い
田
ん
ぽ
を
囲
 
 こ

わ
ご
わ
と
裸
足
で
田
ん
ぼ
の
中

に
入
り
、
 
「気
持
ち
悪
い
」
を
連

発
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。
 

田
ん
ぼ
を
提
供
し
て
い
る
沢
田

さ
ん
は
、
 
「農
家
の
子
ど
も
た
ち

が
田
植
え
ゃ
、
稲
刈
り
を
し
た
事

が
な
い
の
は
『
か
わ
い
そ
う
」
き

つ
と
い
い
経
験
を
し
た
と
思
う
日

が
来
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

田
植
え
を
終
え
た
児
童
た
ち
は
、
 

同
農
協
若
妻
会
の
方
々
が
用
意
し

て
く
れ
た
「
赤
飯
」
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
 

む
よ
う
に
横
並
び
し
て
、
十

m
程

に
伸
び
た
 
「つ
が
る
ロ
マ
ン
」
 
の

苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
最
初
は

戸
惑
い
気
味
の
児
童
も
す
ぐ
に
て

き
ぱ
き
と
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た

が
、
低
学
年
の
児
童
は
途
中
で
あ

き
ら

め
そ
う
に
な
り
父
兄

か
ら
 

「あ
き
ら
め
な
い
で
最
後
ま
で
」
 

と
勇
気
づ
け
ら
れ
、
何
と
か
植
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
喜
良
市

小
学
校
で
は
今
後
、
稲
の
成
長
を

定
期
的
に
記
録
、
観
察
し
て
い
き

ま
す
。
 

福
祉
の
心
 

五
月
六

日
、
喜
良
市
小
学
校
 

（校
長
廿
長
谷
川
俊
介
）
J
R
C
 

（
青
少年
赤
十
字
）
委
員
会
の
代

表
児
童
が
尾
野
病
院

（
院長

H
尾

野
正
二
）
を
訪
れ
、
入
院
さ
れ
て

い
る
方
に
花
東
を
贈
り
喜
ば
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
日
、
同
校
で

J
R
c
登
録

式
が
行
わ
れ
、
福
祉
協
力
校
に
指

定
さ
れ
て
い
る
一
環
と
し
て
、
毎

年
同
病
院
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
 

花
束
を
受
け
取
っ
た
患
者
さ
ん

は

「大
変
う
れ
し
い
」
と
目
尻
を

下
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
病

院
か
ら
お
礼
に
、
全
校
児
童
に
文

房
具
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

▲はやく元気になってね 



誠藁髄篇磁需熱編罵醜、 

▲みんなできれいにしましよう 

作
供
 

し
合

歳
相
み
 

な

河

6
0金

夫
 

業

名
齢

地
族
 

身
 

職
氏

年
出

家

ト
ト
ト
ト
ト
 

町
 

新
人

南
蛇
 

金
木
町
の
皆
さ
ん
如
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
 

東
京
へ
住
ん
で
、
か
れ
こ
れ
四
十
年

近
く
に
な
り
ま
す
が
、
 「本
州
の
最
北

端
に
位
置
し
津
軽
平
野
の
中
央
に
あ
る

小
さ
な
町
「
金
木
町
」
作
家
太
宰
治
を

生
ん
だ
町
、
そ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
で

す
」
と
東
京
の
友
人
達
に
話
し
続
け
て

か
ら
も
う
久
し
く
な
り
ま
す
。
今
で
は

情
報
の
発
達
に
伴
い
テ
レ
ビ
、
雑
誌
等

で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

又
、
そ
の
日
の
う
ち
に
金
木
へ
着
け
る

よ
う
に
な
り
私
も
毎
年
一
、
二
度
は
金

木
へ
帰
っ
て
お
り
ま
す
。
 

東
京
で
結
婚
し
、
お
互
い
に
公
務
員

同
士
で
共
働
き
を
し
、
そ
れ
ま
で
家
事

や
子
供
達
の
面
倒
を
み
て
く
れ
た
義
母

が
老
い
た
の
を
機
会
に
三
十
年
間
勤
務

し
た
東
京
都
中
野
区
役
所
を
、
平
成
三

年
三
月
に
退
職
し
ま
し
た
。
お
世
話
に

な
っ
た
そ
の
義
母
も
、
平
成
七
年
八
月

に
他
界
し
、
今
は
娘
達
と
家
族
四
人
で
 

暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
 

地
吹
雪
体
験
ッ
ァ
ー
や
、
津
軽
鉄
道

の
ス
ト
ー
ブ
列
車
等
、
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
る
度
ご
と
に
テ
レ
ビ
の
前
に
く
ぎ

づ
け
に
な
り
ま
す
。
遠
く
離
れ
て
い
る

も
の
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
は
、
本
当
に

よ
い
も
の
で
空
気
ま
で
が
懐
か
し
く
思

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
み
ち
の
く
の

観
光
地
と
し
て
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
金

木
町
が
発
展
し
ま
す
よ
う
に
願
わ
ず
に

は
お
れ
ま
せ
ん
。
 

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
人
の
価
値
観

も
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
「
如
何
に

し
て
お
ら
が
町
に
人
を
呼
び
寄
せ
る
事

が
で
き
る
か
」
が
ど
こ
の
自
治
体
で
も

頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
す
。
 

太
宰
の
町
で
知
ら
れ
て
い
る
「
金
木

町
」
そ
し
て
変
わ
る
斜
陽
館
に
希
望
を

持
ち
な
が
ら
、
金
木
町
の
皆
さ
ん
の
ご

健
康
と
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
し
つ
つ
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

期
間
中
に
図
工
の
授
業
の
一

環
と
し
て
、
金
木
小
学
校

（
校

長
n
蝦
名
昭
逸
）
全
校
児
童
が

同
展
を
見
学
し
、
人
と
の
ふ
れ

あ
い
、
木
と
の
ふ
れ
あ
い
を
体

験
、
実
際
に
ノ
ミ
や
木
槌
を
手

に
真
剣
な
眼
差
し
で
彫
刻
に
挑

戦
し
、
有
意
義
な

一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

木
と
ふ
れ
あ
い

人
と
ふ
れ
あ
い
 

”
ゴ
ト
‘
 

】
‘
、
 

ノ
 

《
 

編
、
、
、
 

ノ
 

天
理
教
の
分
教
会

・
布
教
所
天

理
教
青
森
教
区
西
北
第
二

支
部
 

（
支
部
長n
斉
藤
広
）
に
よ
る
清

掃
活
動
が
五
月
十
八
日
、
芦
野
公

園
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

天
理
教
で
は
、
毎
年
五
月
の
第

三
日
曜
日
を
奉
仕
の
日
（
ひ
の
き

し
ん
デ
ー
）
と
し
て
お
り
、
西
北

地
区
か
ら
集
ま
っ
た
約
二
百
人
は
、
 

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
植
え
替

え
、
花
壇
の
草
取
り
、
ト
イ
レ
清

掃
等
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

五
月
二
十
八
日
、
金
木
高
等
学

校

（
校
長H
岩
見
幸
夫
）
二
年
生

が
芦
野
公
園
で
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
生
徒
の
健
全
育
成
活

動
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
デ
レ
キ
を
片
手
に

四
、
五
人
の
班
に
分
か
れ
、
燃
え

る
ゴ
ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
手
際

よ
く
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
生
徒
は
「
意
外
に
ゴ

ミ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
自
分
で
も

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

I"mmH川川広報かなぎ ⑥ 

▲いつもありがとうございます 

芦
野
公
園
を
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
 



こ
れ
は
、
同
氏
が
小
田
川
改
修

事
業
促
進
に
昭
和
四
十
七
年
か
ら

平
成
八
年
ま
で
の
二
十
四
年
間
、
 

献
身
精
励
し
、
事
業
促
進
活
動
を

積
極
的
に
展
開
、
早
期
完
工
に
尽

力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
 

こ
れ
を
受
け
沢
田
氏
は
、
 
「自

然
河
川
の
た
め
、
三
百
年
も
の
長

い
間
嘉
瀬
地
域
の
祖
先
が
水
害
に

苦
し
ん
で
き
た
が
、
よ
う
や
く
小

田
川
の
治
水
に
成
功
し
大
変
う
れ

し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
」
 
と
語
って
い

ま
し
た
。
 

五
月
二
十
八
日
、
第
五
十
ニ
回

河
川
協
会
通
常
総
会
が
東
京
都
で

開
か
れ
、
沢
田
茂
氏

（
嘉
瀬）
が

同
会
よ
り
、
平
成
九
年
河
川
功
労

者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

▲受賞に喜びの沢田氏 

し
た
。
 

だ
ん
だ
ん
形
一
 
）
 

出
来
て
く
る
 

短
い
期
間
と
、
雨
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
作
家

の
皆
さ
ん
は

次
々
に
作
品
を
完
成
。
 
「木
の

魅
力
を
皆
さ
ん
に
見
て
欲
し
い
。
 

ヒ
バ
は
腐
ら
な
い
し
、
時
が
経

て
ば
銀
色
に
輝
く
。
ぜ
ひ
鑑
賞

し
て
下
さ
い
」
と
語
っ
て
い
ま
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へ
 

沢田氏に 
河川功労賞 花い弓ぱ 

五
月
二
十
六
日
、
金
木
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ
連
絡
協
議
会
（
会
長
H
 

成
田
亀
逸
）
と
、
さ
わ
や
か
グ
ル
 

ー
プ

（
会長
”
小
山
内
ト
シ
エ
）
 

は
明
る
い
町
づ
く
り
に
と
今
年
も

町
内
各
所
に
、
花
を
飾
る
 
「花
い
 

▲明るい町づくりのために J
 

っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
二
十
五
人
は
、
 

小
雨
が
降
り
続
く
中
で
五
所
川
原

農
林
高
校
か
ら
安
価
で
購
入
し
た
 

「サ
ル
ビ
ア
」
 
「ベ
コ
ニ
ヤ
」
 
「ペ

チ
ュ
ニ
ヤ
」
 
の
三
種類
、
計
二
千

百
本
を
手
際
よ
く
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
替
え
て
い
ま
し
た
。
 

連
絡
協
議
会
で
は
さ
っ
そ
く
、
 

植
え
替
え
ら
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
、
銀
行
前
ゃ
、
小

中
学
校
、
役
場
前
等
の
町
内
至
る

所
に
配
置
。
色
と
り
ど
り
の
鮮
や

か
な
花
が
、
道
行
く
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

イ 	 、 

あなたの善意 

ありがとう 
ございました 

（敬称略） 

▼社会福祉協議会へ 

・中村政徳（嘉瀬） 

母 光子葬儀の香典の一部 

50,000円 

●タラコの会（会長＝今謙知） 

ゴルフコンぺ参加費の―部 

10,000円 
× 	 ノ 
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▲ちょっと一 ▲最後の追い込み 

一
唾
 

完
成
し
た
作
品
は
 
「オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
」
 
に野
外
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。
 

表
紙
へ
 

こ
く
み
んね
ん
き
ん
 

コ
」
ん
な
とき
、
 

こ
ん
な
年
金
』
 

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
老

齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
。
 

☆
老
齢
基
礎
年
金
 

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
二
十
五
年
の
資
格
期
間
を
満
た

し
た
人
が
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た

と
き
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。
 

『年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
格
期
間
」
 

①
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た

期
間
や
免
除
さ
れ
た
期
間
 

②
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
た
期
間
 

③
第
一一
喜
被
保
険
者
期
間

（
昭和

六
十
一
年
四
月
以
降
前
記
②
の

期
間
の
あ
る
人
の
被
扶
養
配
偶

者
で
あ
っ
た
期
間
）
 

④
任
意
加
入
で
き
た
が
加
入
し
な

か
っ
た
期
間

（
二十
歳
、
六
十

歳
）
ゃ
厚
生
年
金
の
脱
退
手
当

金
を
受
給
し
た
期
間
等
 

（
合算
対
象
期
間
※
）
 

※
合
算
対
象
期
間
と
は
 

年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
が
、
資
格
期
間
に
算
入
で
き
 
 る

期
間
の
こ
と
で
す
。
 

「老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
』
 

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
四
十
年

間
す
べ
て
の
期
間
保
険
料
を
納
め

た
人
に
満
額
の
年
金
七
十
八
万
五

千
五
百
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
そ
れ

よ
り
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
期
間
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
国
民
年
金
が
発
足
し

た
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に
す

で
に
二
十
歳
を

過
ぎ

て
い
た
人
 

（
昭和
十
六
年
四
月
一
日
以
前
生

ま
れ
の
人
）
は
、
六
十
歳
に
な
る

ま
で
加
入
可
能
と
な
る
す
べ
て
の

期
間
保
険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
満

額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

『繰
上
げ
支
給
と
繰
下
げ
支
給
」
 

老
齢
基
礎
年
金
は
、
希
望
す
れ

ば
六
十
歳
以
後
い
つ
か
ら
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
六
十
四
歳
以
前
か
ら

受
け
る
と
、
受
け
る
年
齢
に
よ
っ

て
一
定
の
率
で
減
額
さ
れ
、
六
十

六
歳
以
後
受
け
る
場
合
は
受
け
る

年
齢
に
よ
っ
て

一
定
の
率
で
増
額

さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
 一
度
減
額
、
増
額
さ
れ

た
支
給
率
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

(
 

(
 



金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

熱

性
け

い
れ

ん
 

ー

古
く
て
新
し

い
困
り
も

の
ー
 

小
児
科
 
平
 
野
 
浩
次
 

~、 ~ 

(
 

発
熱
は
子
供
に
よ
く
み
ら
れ
る

症
状
の
ー
つ
で
す
が
、
時
に
ひ
き

つ
け

（
熱性
け
い
れ
ん
）
を
伴
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
熱
性
け
い
れ

ん
は
わ
れ
わ
れ
小
児
科
医
に
と
っ

て
は
比
較
的
よ
く
遭
遇
す
る
疾
患

で
は
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
子
の
け

い
れ
ん
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
周

囲
の
人
々
の
驚
き
は
尋
常
で
は
な

く
、
大
部
分
の
方
は
子
供
を
抱
え

て
病
院
に
駆
け
込
ん
で
き
ま
す
。
 

突
然
意
識
を
失
い
、
み
る
み
る
う

ち
に
顔
色
が
赤
黒
く
な
り
、
全
身

が
硬
直
し
ピ
ク
ピ
ク
小
刻
み
に
震

え
る
様
子
は
、
そ
れ
を
見
る
人
々

に
生
命
の
危
険
を
思
わ
せ
る
の
に

充
分
す
ぎ
る
く
ら
い
で
す
。
 

熱
性
け
い
れ
ん
は
、
二
千
年
以

上
も
前
か
ら
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

に
よ
り
子
供
の
発
熱
に
伴
う
け
い

れ
ん
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
な
ぜ
熱
性
け
い
れ
ん
が

起
こ
る
の
か
、
起
こ
り
や
す
い
人
、
 

起
き
な
い
人
の
あ
い
だ
に
ど
ん
な
 
 違

い
が
あ
る
の
か
、
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
『
な
ぜ
？
」
に
今
も
な
お
は

っ
き
り
し
た
答
え
は
出
さ
れ
て
お

ら
ず
、
依
然
と
し
て
古
く
て
、
し

か
も
新
し
い
課
題
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
わ
か
ら
な
い
こ
と

の
多
い
熱
性
け
い
れ
ん
で
は
あ
り

ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
主
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
 

①
小
児
期
の
な
か
で
も
、
六
ケ
月

か
ら
五
歳
ま
で
の
あ
い
だ
に
起
こ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
。
 

②
発
熱
が
始
ま
っ
た
初
期
の
う
ち

に
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
 

熱
が
急
激
に
上
昇
す
る
時
に
起
こ

り
ゃ
す
い
こ
と
。
 

③
両
親
や
兄
弟
に
熱
性
け
い
れ
ん

を
起
こ
し
た
人
が
い
る
こ
と
が
多

い
こ
と
。
 

④
成
長
と
と
も
に
自
然
に
治
っ
て

し
ま
う
こ
と
。
 

⑤
大
部
分
は
五
分
以
内
に
お
さ
ま

っ
て
し
ま
う
こ
と
。
 

⑥
一
度
熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
 
 と

、
二
度
以
上
繰
り
返
す
割
合
が

多
い
こ
と
。
 

こ
う
い
っ
た
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
 

金
木
病
院
小
児
科
外
来
で
行
っ
て

い
る
熱
性
け
い
れ
ん
に
対
す
る
指

導
、
家
庭
で
の
対
応
の
仕
方
と
熱

性
け
い
れ
ん
を
既
に
経
験
し
て
い

る
場
合
の
予
防
の
仕
方
の
二
つ
の

う
ち
、
主
に
家
庭
で
の
対
応
の
仕

方
を
紹
介
し
ま
す
。
年
少
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
の
方
々
に

は
も
ち
ろ
ん
、
既
に
子
供
が
大
き

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
々
に
も
ぜ

ひ
御
一
読
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
 
（
今は
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
で

も
、
い
ず
れ
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
、
孫
や

ひ
孫
の
面
倒
を
見
る
こ
と
も
き
っ

と
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
。）
 

ー
 
熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

と
き
に
ど
う
す
る
か
 

⑥
慌
て
ず
に
じ
つ
く
り
観
察
 

ー
正
確
な
情
報
の
た
め
に
ー
 

け
い
れ
ん
に
気
が
つ
い
た
ら
ま

ず
時
計
を
見
て
け
い
れ
ん
が
起
き

た
時
間
、
お
さ
ま
っ
た
時
間
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
慌
て
て
い

る
と
き
に
は
ほ
ん
の
一
、
二
分
の

こ
と
が
と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ
る

事
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
時
計
を
見

る
こ
と
で
、
動
揺
を
鎮
め
る
助
け

に
も
な
る
は
ず
で
す
。
 

次
に
楽
な
姿
勢
に
寝
か
せ
、
全

身
の
状
態
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
 

顔
色
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
目
は
ど

こ
に
向
い
て
い
た
か
、
手
足
は
ど

う
な
っ
て
い
た
か
、
名
前
を
呼
ん

で
反
応
は
あ
っ
た
か
、
な
ど
を
主

に
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
 

け
い
れ
ん
が
五
分
以
上
止
ま
ら

な
い
と
き
は
病
院
に
連
れ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
単
な
る
熱
性
け
い
れ

ん
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す

し
、
熱
性
け
い
れ
ん
で
あ
っ
た
と

し
て
も
後
遺
症
を
残
す
可
能
性
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
 

「
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
』
 

舌
を
か
む
と
い
う
こ
と
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
口
の
中
に
箸

や
指
な
ど
を
入
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
か
え
っ
て
唱
吐
や
窒
息
の
原

因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

体
を
ゆ
す
っ
た
り
、
抑
え
つ
け

た
り
し
て
も
け
い
れ
ん
は
止
ま
り
 
 ま

せ
ん
し
、
観
察
の
妨
げ
に
も
な

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
も
や
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
 

「け
い
れ
ん
予
防
の
た
め
に
病

院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
」
 

熱
性
け
い
れ
ん
か
ど
う
か
の
判

断
の
た
め
に
、
さ
ら
に
そ
れ
以
後

の
対
処
方
法
の
相
談
の
た
め
に
病

院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

2
 
け
い
れ
ん
を
 

予
防
す
る
た
め
に
 

け
い
れ
ん
予
防
の
薬
と
、
熱
さ

ま
し
の
薬
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
再
発
を
予
防
す

る
事
が
で
き
ま
す
。
お
薬
の
使
い

方
に
つ
い
て
は
各
々
患
者
さ
ん
に

あ
っ
た
指
導
を
し
て
お
り
、
紙
面

で
紹
介
す
る
事
は
無
理
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
述
べ

ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
知
り
た
い
と

い
う
方
が
い
れ
ば
、
い
つ
で
も
小

児
科
外
来
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
 

ー
訂
正
と
お

わ
び
 
ー
 

広
報
か
な
ぎ
五
月
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
十
ニ
ペ
ー
ジ
 

①
 
伊
藤
美
紀
子

（
武美
）
 

⑧
 
伊
藤
美
紀
子
（
武
）
 

⑨ 	広報かなぎ―川―川II IIt 



(
 戸

籍

の
 衣心
 

五
月
届
出

分
 

お
め

で
と
う
 

阿

部

声
呪
山
（
渉

）
金
 
木

竹
内
 

時

浪
（
誠
一
一
）
金
 
木

大

橋
 
勝
唯
（
淳

哉
）
喜
良
市

山

崎
 
艇
他
（

年
虞
）
金
 
木

長
谷
川

妬

塘
（
比
出
紀
）金
 
木

古

川
 
祐

彩
（
健
治
）
喜
良
市

千
田

あ
け
ゆ
（
良

一
）
川
 
倉

藤
巻
 

綿
味
（

裕
一
一
）
金
 
木

木
村
 

濡

喋
（
孝
昭
）
金
 
木

山

中
 
樹
奈

（
一
宏）
嘉
 
瀬
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
大
久
保
 
広
（
忠
雄
）
青
森
市
 

「
棟
方
 
隆
子

（
兼夫
）
喜
良
市
 

、
花
田
 
学

（友
明
）
車
力
村
 

「
津
島
 
弘
美

（
陽
一
）
金
 
木
 

、
佐
々
木
哲
也

（平
内
）
車
力
村
 

「
成
田
い
づ
み
（

進
）
金
 
木
 

、
橋
本
 
潤
哉

（
秋
夫）
弘
前
市
 

「
原
田
亜
矢
子
（
俊
司
）
金
 
木
 

お

く
や
み
 

櫛

引
 
一
之
照
（
8
6才
）
嘉
 
瀬

花
田
 
柾

義
（
8
6才
）
嘉
 
瀬
 

5 月末現在 前年同月比 

男 5,880人 △ 75人 

女 6,472人 △ 82人 

計 12,352人 △ 157人 

世帯数 3,928 	 20 

秋斎今鳴奥原白吉山 

金
 
木

喜
良
市

喜
良
市

嘉
 
瀬
 

川藤蒔蒔金

倉枝田 田木 

田
 
勝
見

田
 
ツ
 ヤ

川
 
つ
 
せ

田
 
敏

雄

瀬

ミ
ッ
子

海
 
清

子
 

清
美
男

藤
 
睦
雄

元
 
直

市
 

(8
2才
）
 

(8
3才
）
 

(5
8才
）
 

(9
0才
）
 

面

才
）
 

(5
3才
）
 

(6
5才
）
 

(6
5才
）
 

(7
2才
）
 

ノ
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

/
 

人

口
と

世

帯
 

ー
ー
、
 

(
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は 	じ 	め 	ま 	し 	て 
ブ
一

・
 

一J
」
 

‘
 
 

血
繊
「
〉
 

 

覇
‘
 

 〕
  

芽め 

依い 

‘べ円 I朔 
!”一。1 

、ぐA ~ 

良ら 

婦麟麟、 

、‘．ぎ麟 
、 	・ 	,二一 

轟織し 1 

‘ 	p 	
。 

 

、 	証ュり 

媛？ 

山 

え 

思いやりのある優しい子に育 
ってネ 	（父 大橋淳哉より） 

元気に育って欲しい 
（母 竹内修代より） 

3 人仲良く元気に育ってね 
（母 阿部ひとみより） 

、
二
、一4
心
「
 
 

、
、
 

い

し
 

・
 
／
 

ぎ
  

、
‘
十
し
、
、
 

 

あ 

す か 

画
誉
 

 
ー

“
'
  

拓を 

磨ま 

バ泣轟ノ, 

r気γ一 
ノ、r響 

」 

健2 

也ゃ 

元気に育って欲しい 
（祖父 千田作五郎より） 

たくましく生きて欲しい 
（父 長谷川比出紀より） 

健やかに育ってね 
（母 山崎優子より） 

腎 
1
と 	’ 

, 議、 	 I 

樹旨 

奈な 

I 	

、＝ 

	

・ 

	lI 

― 

	、 ー 	 I 

『 

I 
ノ 

、一 

r-T-iお 

革か 

’て 

一＋二イ‘ゾ、、ミi/ 

三 	プI 
賢 	ぐ鳶 

C口う 

太た 

かわいい子に育って欲しい 
（父 山中ー宏より） 

素直で心の優しい子に育って
欲しい（母 木村美由紀より） 

たくましく育って欲しい 
（父 裕二‘母 恵美子より） 


